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概要

自動車等に使われている複合パネルのモデリング用有限要素法を提案

します。複合パネルは、金属・減衰・多孔性・高密度材料等の層から成っ

ています。まず初めにそれぞれの層のモデル化を行います。金属・減衰．

高密度材料等は弾性モデルを、多孔性材料は異方弾性モデルを使用し、

多孔性材料自身とその内部の流体の流れも考慮します。流体モデルには

多孔性による抵抗も考慮します。グローパルな連成モデルのセットアッ

プとソリューションを提案し、 VIOLINS(YJbration Qf 1.ayered 

~sulation _§ystems)‘ノフトウェアの効果を実際の解析例で示します。
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1.はじめに

サンドイッチ制振吸音システムは振動・騒音改善のために自動車設計等に広く使われて

います。このシステムは多孔層（ファイバー，フォーム）と高密度材料の粘弾性の上層

（隔壁）が、制振層に覆われた金属層にマウントされています。 (Figure 1) 

このようなシステムでも数値解析は可能［ 1]です。実際の構造物に対して効果的な

モデリングをするために、様々な境界条件を扱える有限要素モデルが必要になります。こ

こではモデリング手法の開発について述べます。基本的な仮定を最初に、次に有限要素法

の機能について解説し、そして簡易モデルでの解析結果を示します。
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m = metal, d = damping, p = porous, h = heavy 

Fig. 1: Multi-layer insulation system. 
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